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 令和７年第１４回栗原市教育委員会定例会会議録 

 

 

１ 招集日時  令和７年１１月２６日（木） 午前１０時から 

 

２ 招集場所  金成庁舎２０１会議室 

 

３ 出席委員 

１番  只 見 直 美 委員   ２番  狩 野 孝 信 委員 

３番  久 我 一 仁 委員   ４番  黒 澤 恵 里 委員 

 

４ 説明のため出席した者 

教 育 長               千 葉 睦 子 

部  長               佐々木 英 則 

次  長               菅 原 正 広 

教育総務課長             大 内 忠 裕 

学校教育課長             伊 藤 大 輔 

学校教育課副参事           濱   正 志 

社会教育課長             鈴 木 隆 之 

文化財保護課長            千 葉 長 彦 

くりはら子どもの学び支援センター所長 吉 田   正 

栗原市立図書館長           山 田   彰 

 

５ 本委員会の書記は次のとおりである 

教育総務課長補佐           遊 佐   賢 

 

６ 出席点呼・開会                             午前１０時 

教育長          本日、教育長及び教育委員は過半数以上の出席となっておりますの

で、直ちに会議を開きます。 

 

７ 教育委員会会議録の承認 

教育長          ３ 教育委員会会議録の承認について、事務局に内容の説明を求め

ます。 

事務局         （令和７年１０月３０日開催の令和７年第１３回栗原市教育委員会定

例会の概要を説明） 

教育長          説明が終わりました。何か質問はありませんか。 

（なしの声あり。） 

教育長          質問がないようですので、異議なしと認め、令和７年１０月３０日開
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催の令和７年第１３回栗原市教育委員会定例会の会議録は、承認する

こととします。 

 

８ 教育委員会会議録署名委員の指名 

教育長          ４ 教育委員会会議録署名委員の指名を行います。 

３番 久我委員、 ４番 黒澤委員に会議録の署名をお願いします。 

 

９ 教育長報告 

教育長          ５ 教育長一般報告を行います。 

一般事務報告について資料１の１ページをご覧ください。 

６日の令和７年度教育功績者表彰式、１７日の令和７年度永年勤続

者表彰式、市町村教育委員会協議会の代表として、来賓という形で出席

してきたものです。 

６日の教育功績者表彰は、県内の例えば、教育行政、社会教育、芸術

文化、社会体育、学校教育、学校保健といったような個人の功績を残さ

れた方や、社会教育団体などに贈られるものです。 

市内からは学校保健分野から栗駒中学校、栗原南中学校の学校歯科

医、学校教育分野では、佐藤宏明さん、齋藤仁さんが表彰されました。 

１７日の永年勤続者は県内の小中、県立高校の教員２１５名が対象

となりました。勤続２５年以上の経験を積んだ方たちが表彰になりま

した。 

１２日の納税表彰式は、小学生・中学生の税に関する作文に対する表

彰でした。団体としては、築館税務署長表彰で花山小学校が租税教育の

推進校として表彰を受けました。 

９日、ハーフマラソン２０２５。今回はコース変更が若干あり、より

走りやすくなって記録も出しやすくなったということで、参加人数も

１０００人を超えて、自己ベストを更新した方たちも増えたと聞いて

おります。参加者が多く、笑顔で帰っていかれたマラソン大会でした。 

一般事務報告を終わります。質問はございませんか。 

               （なしの声あり。） 

教育長          それではご質問がないようですので、一般事務報告を終わります。 

  教育長          次に、⑵専決処分報告を行います。 

報告第６号専決処分の報告について「令和７年第８回栗原市議会定

例会に提案する教育関係議案に対する意見について」内容の説明を求

めます。教育総務課長。 

  教育総務課長       報告第６号の内容をご説明いたします。 

資料１の ２ページをご覧ください。朗読いたします。 

報告第６号専決処分の報告について、令和７年第８回栗原市議会定
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例会に提案する教育関係議案に対する意見を栗原市長から求められた

ことについて、栗原市教育委員会教育長に対する事務委任規則第３条 

第１項の規定により、下記のとおり専決処分したので、同条第２項の規

定により報告する。 

１ 意見 異議なし 

２ 専決年月日 令和７年１１月２１日 

令和７年１１月２６日提出栗原市教育委員会教育長です。 

本件につきましては、１２月２日に開会される、市議会定例会に提案 

する教育関係議案について、地方教育行政の組織及び運営に関する法

律に基づき、１１月２０日付けで、市長より教育委員会の意見を求めら

れましたが、教育委員会にお諮りするいとまが無く、異議もないことか

ら、専決処分したものであります。 

資料の３ページをお開きください。 

市長からの１１月２０日付けの通知の写しです。教育委員会の関係

議案につきましては、議案５件でこれら案件に対して意見を提出して

おります。 

では、１件ずつ内容をご説明いたします。 

４ページをご覧ください。議案第６４号令和７年度栗原市一般会計 

補正予算第５号について でありますが、関連資料は１１ページまでと

なります。補正内容の説明資料として、補正予算に関する説明書から教

育委員会分を抜粋した資料を本日、資料３として、お配りしております。 

まず、今回の補正予算で、教育委員会関連の歳入はなく、歳出の補正予 

算のみとなっております。 

資料３の４ページをご覧ください。 

教育委員会関連の歳出の補正額は、４ページの１０款１項教育総務

費から７ページの６項保健体育費までで、補正後の予算額は３千２５

万円の増となっております。補正の内訳については、一般職及び会計年

度任用職員の人件費が主なものとなっておりますが、それ以外では、公

衆無線ＬＡＮ設備の整備工事や文化財の改修工事なども含まれており

ます。補正予算については以上でございます。 

資料１にお戻りいただき、１２ページを覧ください。 

議案第７４号督促手数料の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例

についてであります。 

改正する条例については、１３ページから１５ページのとおりです。 

令和５年４月に地方税統一ＱＲコードを付した納付書の作成が義務

化され、地方税等納付のキャッシュレス化が進展したことに伴い、金融

機関での督促手数料の確認や加筆等による運用が困難となったことか

ら、利用者の利便性向上と行政事務の簡素化を図るため、所要の改正を
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行うものというものであります。今回の関係条例整備は、教育委員会関

連のみではなく、市税や放課後児童クラブ利用料、介護保険料、保育料

など、市全体での条例の整備であり、施行は令和８年４月１日からとな

ります。 

これは、納付が遅れた方に対しての督促をやめる、ということではな 

く、地方税統一ＱＲコードを付した納付書の作成が義務化されたこと

により督促手数料を加えるのが難しくなっていること、また、徴収する

ために係るコストが高くなっているなどの理由で全国的に廃止してい

る市町村が増えていることに対応し、当市でも督促手数料を廃止する

ものであります。議案第７４号については以上となります。 

次に、１６ページをご覧ください。 

議案第８８号栗原市少人数学級編成の実施に係る任期付市費負担教

員の採用等に関する条例の一部を改正する条例についてであります。

この案件は、宮城県人事委員会勧告を受けて、宮城県職員の給与改定が

行われることに伴い、県の講師に準じて支給する栗原市任期付市費負

担教員の給与について、給料月額の改定及び教職調整額の引上げを行

うため、所要の改正を行うものであります。 

次に、議案第９０号旧畑岡小学校解体工事請負契約についてであり

ます。 

資料は１８ページになります。 

旧畑岡小学校解体工事について、一般競争入札を行ったところ、株式 

会社佐藤工務所が落札者となり、仮契約いたしましたが、議会の議決に 

付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定によ

り、予定価格が１億５千万円以上の工事の請負契約の本契約を締結す

るには、議会の承認が必要となることから、議会の議決を求めたもので

あります。 

最後に、議案第１０１号指定管理者の指定について であります。 

資料は１９ページになります。 

栗原市築館Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館 ほか６の施設について指定

管理者を「特定非営利活動法人栗原市スポーツ協会」に指定することに

ついて、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により議会の議決を

求めるものであります。 

以上、専決処分のご報告でございます。 

  教育長          説明が終わりました。ご質問は、ございませんか。狩野委員。 

  狩野委員         ９ページ１０ページの指定管理と今お話いただいた、１９ページの

指定管理の期間についてです。４年と６年というのがありますが、何か

決まりがあるんでしょうか。 

  教育長          社会教育課長。 
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  社会教育課長       指定管理施設として指定管理をお願いするときに、指定管理期間に

ついては、初めてその施設を指定管理として、導入しようとしたときは

概ね３年間の指定管理期間で行うのが多いと思います。その指定管理

の状況を見て、これは指定管理で大丈夫だと判断した場合には、２期目

以降は５年間の指定管理期間にすることが多いかと思います。 

体育施設に関しては、これまでも初回は３年間、２回目以降は５年間 

の継続で、指定管理とお願いしています。 

委員からご質問がありました資料の９ページ１０ページに債務負担

行為の補正ということで、こちらの方を１０ページにＢ＆Ｇ海洋セン

ター他６施設の指定管理料の期間ということで、令和７年度から１２

年度までの６年間の記載があります。これは債務負担行為になります

ので、実際指定期間をお願いするのは、８年度から１２年度までの５年

間ですけども、契約行為はその前にしなければならないので、７年度に

契約行為をする必要があるということで、債務負担だけは７年度から

１２年度までの６年間にしているということであります。以上です。 

教育長          よろしいですか。 

狩野委員         はい。いろいろ決まりがあることが分かりました。 

教育長          他にございませんか。 

               （なしの声あり。） 

  教育長          ご質問は以上のようですので、専決処分報告を終わります。 

 

１０ 議事 

教育長          次に６議事に入ります。 

日程１議案第３２号栗原市立図書館等利用登録要綱の一部を改正す

る告示について、内容の説明を求めます。 

  社会教育課長       定例会資料１の２０ページをご覧ください。議案第３２号栗原市立

図書館等利用登録要綱の一部を改正する告示について、栗原市立図書

館等利用登録要綱の一部を改正する告示を次のように定める。令和７

年１１月２６日提出教育長名であります。 

本件につきましては、現在行っている「栗原市立図書館ほか９図書室  

図書館情報システム更新」に伴い、市立図書館で図書館情報システムと 

個人番号カードを連携することによって、個人番号カードを図書利用

券として登録できることが可能となることから、登録時において個人

番号カードに図書利用券番号を登録できる規定及び貸出を受ける際に

個人番号カードを提示できる規定を追加するとともに、文言等の整理

等を併せて行うものであります。また、様式第１号に個人番号カードと

の連携希望の有無の欄を加えるとともに、「性別」、「行政区」の欄を削

り、所要の改正を行うものであります。 
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改正の内容につきましては、資料２の１ページ、新旧対照表で説明さ

せていただきます。右側が現行、左側が改正案となります。現行の要綱

第２条第２項中「前項」を「第１項」に、「（様式第２号）」の次に「又

は個人番号カードを図書利用券として登録した場合にあっては図書利

用券番号」を加え、同項を同条第３項とするものであります。 

次に、同条第１項の次に第２項として、「前項の場合において、個人

利用登録申込者は、個人番号カード（行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第

２条第７項に規定する個人番号カードをいう。以下同じ。）を図書利用

券として登録することができる。」を加えるものであります。 

次に、３条第２項中「前条第２項の規定」を「前条第３項の規定（個

人番号カードによる登録を除く。）」に改めるものであります。 

次に、第５条第１項中「図書館等に図書利用券」の次に「（個人番号

カードを図書利用券として登録した場合にあっては、図書利用券番号。

以下同じ。）」を加えるものであります。 

次に、様式第１号につきましては上段「フリガナ」の右側にある「性

別」の欄及び「氏名」の右側にある「男・女」の欄、中段「住所」「自

宅」の右側にある「行政区名」の欄を削り、中段「勤務先名又は学校名」、

「保護者氏名」の下に「個人番号カードとの連携」「希望する・希望し

ない」欄を加えるものであります。 

資料１の２２ ページにお戻り願います。附則につきましては、この

告示は、令和７年１２月１日から施行するものでございます。以上が、

栗原市立図書館等利用登録要綱の一部を改正する告示の内容でござい

ます。よろしく、ご審議賜りますようお願い申し上げます。 

  教育長          説明が終わりました。ご質問はございませんか。只見委員。 

  只見委員         個人番号と連携するか、しないかということが強制的ではなく、選ば 

せるとなれば、連携するという方は少ないのではないでしょうか。確認 

です。 

  教育長          図書館長。 

  図書館長         基本的には連携については、利用する本人の御希望によりというも

のになりますので、マイナンバーカードを持って一定の手続きをしな

いと連携はできませんので、あくまでも個人の希望により行うとして

おります。なお、マイナンバーカードを使うんですけども、券面の１６

桁の数字あるかと思いますが、その数字と連携するわけではありませ

んので、個人番号の情報とか漏れることはありません。以上です。 

  教育長          他にございませんか。 

               （なしの声あり。） 

  教育長          ご質問がないようですので、原案のとおり可決することについて、ご 
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異議ありませんか。 

 （なしの声あり。） 

  教育長          ご異議なしと認め、日程１議案第３２号は原案のとおり可決いたし

ます。 

 

１１ その他 

教育長          次に、７その他に移り、事務局から報告を行います。 

「令和７年度栗原市教育委員会関係行事」 について、教育総務課長。 

  教育総務課長       教育委員会関係行事１２月分についてご報告いたします。 

１２月２日火曜日から議会が始まります。１６日までの予定となっ

ております。 

次に１９日金曜日、２０日土曜日、栗原文化会館で映画上映会が開催 

される予定です。 

２１日日曜日から２５日木曜日まで、第２回栗原親善大使派遣事業

ということで黒澤委員さんが団長として参加される予定となっており

ます。以上です。 

  教育長          説明が終わりました。ご質問ございませんか。 

               （なしの声あり。） 

  教育長          無いようですので、７その他を終わります。 

 

１２ 次回教育委員会の開催日程 

教育長          次回教育委員会定例会の開催日程についてお諮りします。 

令和７年１２月１７日（水）午前１０時から開会したいと思いますが、 

いかがですか。 

（異議なしの声あり） 

教育長          それでは、次回定例会は、１２月１７日（水）午前１０時からの開催 

とさせていただきます。 

 

１３ 閉会 

教育長          以上をもちまして、令和７年第１４回栗原市教育委員会定例会を閉

会いたします。 

午前１０時３０分 

 

１４ 本委員会の議決の次第は、次のとおりである。 

日程１ 議案第３２号 栗原市立図書館等利用登録要綱の一部を改正する告示について 

 

この会議録は、書記が作成したものであるが、その内容の正確なることを証するため、ここに署名す

る。 
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       令和７年  月  日 

 

 

                      会議録署名委員               

 

                         〃                  

 


